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当 面 の 日 程 

学生祭準備委員会  9月 2５日（木）  午前 9時 30分 ～ 講堂 

 各組委員長さんのご参加をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演奏曲目 

ジュピター・わらべうた春秋・天空のオリオン 他 

 

環境整備の日  １０月１3日（月） 午前 9時 30分 

学生祭 1日目 １０月２５日（土） 午前９時～午後３時 

学生祭 2日目 １０月２６日（日） 午前９時～午後３時 

委員長研修旅行 １０月２９日（水） 午前７時３０分～午後７時 

各クラブ活動予定  ９月１４日（日） ボランティア訪問  

１０月１１日（土） 卓球大会    福山市体育館 

１０月３０日（木） ペタンク大会   老大校庭 

１１月０９日（日） ゲートボール大会  老大校庭 

１１月１５日（土） 囲碁将棋大会   老大教室 

お知らせ 

今期もウォーターサーバーを１階、２階に設置します。期間９月１日～１０月２６日 

例年行われていましたパソコン短期講座（後期）は本年度は中止します。 

秋だ 文化だ スポーツだ そして 学生祭だ！ 

老人大学 学長 髙橋 和男 

異常気象の夏 

梅雨が明けた１学期の終わり頃には、「時と風の塔」の温度計が３５度を越える日が続きました。それが

8月に入ると台風や不安定な大気の影響で雨天の日が多くありました。 

福山地方は自然環境に恵まれ、極端な大雨は降りませんでしたが、広島をはじめとする全国各地で洪水・

土砂崩れなどの被害が甚大でした。亡くなられた方を悼み、被災者にお見舞いを申し上げます。 

さあ ２学期 

これからは 1年の内で最も活動しやすい季節を迎えます。文化・スポーツ行事が目白押しです。 

後期全員教養講座は、佐野幸子＆豊夫妻などによる「マリンバとオカリナ」のコンサートを楽しんでいた

だきます。本学の各クラブは、それぞれに大会等を計画されています。 

そして、今年で 36 回目を迎える学生祭は、老大の最大イベントです。日頃の学習の成果を作品展示やス

テージ発表に込めて披露し、次の学習の課題を見つける大切な機会となります。友達の発表から学ぶことも

多く、共に準備する中で学友の輪も広がります。大勢の市民に老大を知っていただく絶好の場でもあります。 

台風などに影響されずに晴天の下で、諸行事を成功させたいものです。 

二上りおどり  来年はあなたもご一緒に！ 

 8月 13日、福山夏まつり初日の「二上りおどり大会」に今年も１０６名で出演。「輝く老大」のプラカード

を先頭に主会場の中央公園をスタートすると一斉に大きな拍手が湧き上がる。 

 ５回目の参加ともなると、沿道で「あっ、老大だ！ 元気だねえ！ がんばって！」などと声援がとんでき

て、多くの方が老大に親しみを感じて頂いている事を肌で感じる。 

 宮通りでの最後の演舞を終わると、参加した者のみが味わえる喜びで皆の顔が輝いている。一人の落伍者も

なく素晴らしい踊りぶりであった事はもちろん、スタッフの方々、大団扇で踊り手に風を送り続けた方々、要

所要所でお茶、お水を配った方々、万一に備えた救護の方々等のサポートが一体となった結果との思いを深く

し、改めて協力し合う老大生の素晴らしさを感じた。 

来年はあなたも一緒に「二上りおどり」にGO！             （総務部長 小畑 吉徳） 
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さすが５回目 揃ってます・・・ 

 

羽田市長 ご挨拶 

 

出発前に はいポーズ 

 

老大いざ 出陣！ 

 

老大おどり連 勢ぞろい 

 



 

 

伊藤新学生会長を励ます会 盛会に！ 

新たに本学学生会の会長に推挙された伊藤

清人さんを励ます会が７月１７日、ニューキ

ャッスルホテルにおいて、開催されました。 

 髙橋学長をはじめ学生会新役員及び有志４

０名が出席して、和やかな中にも、さあ頑張

ろうとの意欲に溢れた集いとなりました。 

秋の学生祭や委員長研修旅行など今後の学

生会活動充実のために、伊藤会長を中心に一致結束し、それぞれ

が自分の役割りをしっかり果たしていこうと確認し合うことが

できた良き会となりました。    （副会長 石井 愼三） 

 

２名の講師が交代 お世話になりました よろしくお願いします 

 先日、園芸科の西迫豊・水彩画科の桑田豊美の両講師から、体調不良により退任の申し出がありました。 

お二人とも１０年以上にわたってご指導いただいた本学のベテラン講師であり誠に残念です。十分に療養さ

れてご快復されますことを念じています。 

急遽、次の２名を新たに講師としてお迎えすることといたしました。 

大きな生き甲斐 

園芸科 杉原基正 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活発な意見交換の講師懇談会  

去る８月２８日、本学常任講師と事務局との、年に１度の懇談会が、５２名中３８名の先生のご出席と学

生会代表６名及び事務局６名計５０名の参加で開催された。 

前半は、髙橋学長・和田照海講師代表のご挨拶、剱持学生会顧

問の「学生歴２５年・会長歴９年の歩みを振り返りながら老大へ

の熱い思いを込めた」会長退任のご挨拶などがあった。 

さらに髙橋学長から、老大講師の学生指導の在り方についての

お願いや来年度の開設講座素案などの説明があり、森島事務長か

ら今年度の学生祭プログラム案の提示などがなされた。 

講師からは、「もっと講師同士のコミュニケーションの場が欲

しい」などの要望や「来年度開設講座案」への質問など、積極的

な意見が多数述べられ、予定時間オーバーの充実した意見交換の場となった。 

後半の懇親会は、昼食をともにしながら、さらに踏み込んだ意見交換とともにそれぞれの十八番の歌やダ

ンスの披露もあり、和気あいあいのひと時を過ごした。 

 

下校出迎え車は 授業終了前に 校内の土のグラウンドで待機を 

老人大学 学長 髙橋 和男 
老大の日々の営みの中の課題の１つが、下校時の駐車場の混雑であるが、最近はかなり改善され、授業終

了時から１０数分で駐車場が空になるようになった。 

だが、公道に出てからの渋滞が引き続き課題である。路上で待機する出迎えの自家用車やタクシ―と、下

校車輛や一般交通車輛とが交錯し混雑している。そこで、次のように改めたい。ご協力をお願いする。 

出迎え車は、学生の自家用車の下校前（午前は１１時 40 分・午後は 3 時 10 分まで）に、校内に入り

校舎寄りの土のグラウンドで待機する。 

 

廊下の塗装替え工事が完了 

老大は毎年、夏休みを利用して校舎改修工事が実施されている。一昨年

は１－４教室の床の張り替え、昨年は校舎内のトイレの改修であった。今

年は、８月いっぱいをかけて、痛んで窪みなどもあった廊下の塗装替え工

事が行なわれた。 

なお、床の滑り止め機能を強める為、防滑材の硅砂を大量に使用してザ

ラザラな表面仕上げとされている。 

 

２－２教室に遮光カーテンを全面設置 

 ６月の学生会役員と事務局との懇談会の際に次のような要望があった。「２

－２教室を使う写真科の授業では、写真作品をモニターに映すのだが、遮光

カーテンが不十分で、良く撮れた折角の写真がはっきりと見えない。もう少

し遮光カーテンを増やして貰えないか」 

 翌週の授業を観察してその必要性を受け止めた。複数業者から見積りをと

り、伊藤学生会会長と相談。 

学生会関係役員で検討をいただき了解が得られたので、7月下旬に業者発注し取り付け作業を行なった。

2学期からはより良い条件で学習できる環境が整備できた。              （文責 学長） 

 

第２回老大健康診査 １５９名が受診 
 

 

 昨年度２月に初めて老大を会場として行った健康診査を、今年

度は８月５・６日の２日間をかけて実施した。 

検診車３台・ドクター２名・スタッフ２０名の大掛かりな体制

で、スムーズに検診が行われ、１０時３０分頃には終了。 

近いうちに診査結果が各家庭に郵送される。悪い病気が見つか

らなければ幸い。早く見つかって早期治療ができればそれも幸い。 

健康寿命を伸ばすためにこれからも健康診査を受診しよう！ 

 

この度、新しく園芸科講師とし

て赴任いたしました杉原です。県

立農業高校を定年退職して今日迄

農業一般、園芸、営農指導一筋に

農業畑を歩んで参りました。 

少子高齢化が急速に進む中、安らぎと潤いをも

たらす園芸（野菜、果樹、草花）嗜好は高齢者の私

達にとって、大きな生き甲斐となっています。 

皆様と共に学習を深め、地域でも園芸分野のリ

ーダーとしての技術を習得しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

描くことの楽しさと喜びを 

水彩画科 村上單道 先生 

私は、描いたり作ったりすること

が大好きです。 

ときには、時間の経つのを忘れて

無我夢中になることがあります。そ

のとき無上の幸せを感じます。 

水彩画科の皆様と、楽しく喜びにあふれる「とき」を

一緒につくり、分かち合いたいです。 

そのお手伝いに、全力で情熱をもって臨む覚悟です。 

元 ふくやま美術館 指導主事 

現 ふくやま子ども造形教育研究所 事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


